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11　アイガモの Salmonella Typhimuriumによる化膿
性脳室炎，脳室周囲炎，髄膜炎

〔岡部知恵（富山県）〕
青首種，12 日齢，斃死例（死後約 2時間）．2015 年 5
月 29 日に県外孵化場から導入したヒナ（1日齢）37 羽
のうちの 1羽が 6月 8日より食欲不振，沈うつ状態を示
し，9日朝に斃死したため病性鑑定が実施された．
剖検では，大脳が軽度に脆弱で，髄膜に微小な白斑が
みられた．脾臓は退色していた．
組織学的に，大脳，小脳，視葉の髄膜にリンパ球，マ
クロファージ，偽好酸球の浸潤が認められ，視葉では線
維素析出もみられた．また，び漫性に充うっ血があり，
実質内に軽度な出血が散発していた．大脳，小脳，視葉，
脊髄において，血管周囲に単核細胞の浸潤がみられた．
脳室は核融解物や偽好酸球，マクロファージを中心とし
た炎症細胞で満たされ，周囲の実質にマクロファージを
中心とした炎症細胞の浸潤がみられた（図 11）．脾臓で
はび漫性にリンパ球の減少がみられた．家兎抗サルモネ
ラ O4 血清（デンカ生研）を用いた免疫染色で大脳，小
脳，視葉，脊髄の髄膜の炎症細胞の細胞質内，視葉の脳
室内の細胞退廃物及び炎症細胞の細胞質内及び脳室周囲
と脾臓赤脾髄のマクロファージ内に陽性抗原を検出し
た．
病原検索では，脳，脾臓，腎臓より Salmonella 

Typhimuriumが分離された．
以上より，本症例はアイガモのサルモネラ症と診断さ
れた．

12　牛流産胎子の Trueperella pyogenesによる化膿
性組織球性気管支肺炎

〔水島　亮（青森県）〕
ホルスタイン種，雄，胎齢 207 日齢，斃死例（死後
経過時間は不明）．2014 年 12 月，乾乳牛 1頭が突発的
に流産し，病性鑑定された．流産は同年 4例目だった．
剖検時，皮下組織の暗赤色膠様浸潤，胸腹水の貯留，
肺表面に線維素の付着，主要臓器の煮肉様変性及び自己
融解が認められた．
組織学的に，肺の細気管支及び肺胞腔内に好中球とマ
クロファージの浸潤が認められた（図 12A，B）．肺胸
膜では軽度の線維素の析出と細胞浸潤が認められた．グ
ラム染色において，多数のグラム陽性菌塊と少数のグラ
ム陰性菌塊が認められた．家兎抗 Trueperella pyogenes
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図 11　アイガモの Salmonella Typhimuriumによる化膿
性脳室炎，脳室周囲炎，髄膜炎
化膿性脳室炎と脳室周囲炎（HE染色　Bar＝25
µm）．
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剖検では，腹腔内にガスが貯留し，第一胃から空腸粘
膜に重度な出血及び空腸漿膜面の気腫がみられた．
組織学的に，第三胃では，粘膜固有層から筋層に重度
の出血，気腫及び線維素析出がみられ（図 13），上皮細
胞は変性・壊死または剝離していた．上皮細胞が剝離し
た部位や離開した有棘細胞間に多数のグラム陽性菌が付
着しており，基底膜に沿って菌が増殖する部位もあっ
た．粘膜下織の血管内には血栓が形成され，虚血性の壊
死がみられた．空腸は，絨毛の壊死が著しく，壊死組織
にはグラム陽性桿菌の付着がみられた．家兎抗Clostrid-

ium per fringens（Cp）抗体（AbD Serotec）を用いた
免疫染色では，グラム陽性桿菌に一致して陽性反応がみ
られた．
病原検査では，主要臓器，第一胃から空腸，給与初乳
から Cp A型菌が分離された．
以上より，本症例は牛クロストリジウム・パーフリン
ゲンス感染症と診断された．本症例では Cp A型菌に汚
染された初乳を介して毒素と Cpが前胃に達し，特徴的
な病変が形成されたと推察された．

（次号へつづく）

（Tp）抗体（東京農業大学）を用いた免疫染色では，グ
ラム陽性菌塊及び浸潤マクロファージ内に陽性反応が認
められた．その他臓器には，軽度の細胞浸潤が認められ
た．
病原検索では，主要臓器，胃液，胸腹水から Tpが分
離された．主要臓器（肝臓，心臓，腎臓，肺，脾臓，脳，
脊髄）を用いた PCRでは，牛ウイルス性下痢，アカバ
ネ病，アイノウイルス感染症，チュウザン病，イバラキ
病及び牛伝染性鼻気管炎の各ウイルスと Neospora 

caninumの特異遺伝子は検出されなかった．
以上から，本症例は Tpによる流産と診断された．

13　新生子牛の Clostridium perfringens A型菌が分
離された気腫を伴う出血性線維素性第三胃炎

〔谷口有紀子（北海道）〕
ホルスタイン種，雄，1 日齢，斃死例（死後 12 時間
以内）．2012 年 9 月，生後 1日齢の子牛 2頭が初乳給与
後に急死した．本農場では新生子牛の斃死事故が多発し
ていた．

図 12　牛流産胎子の Trueperella pyogenesによる化膿性
組織球性気管支肺炎
A： 肺胞腔内の細胞浸潤（HE染色　Bar＝100µm）．
B： 浸潤細胞は好中球とマクロファージ（HE染色　

Bar＝25µm）．
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図 13　新生子牛の Clostridium per fringens A型菌が分離
された気腫を伴う出血性線維素性第三胃炎
第三胃の上皮の剝離及び粘膜固有層から筋層にか
けての気腫と出血（HE染色　Bar＝100µm）．


